
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの土地を地域の公園・広場として提供いただけますか？ 

－広げよう・増やそう 緑と憩いの場－ 

お問い合わせ等は、下記事務局までお願いします。 

事務局：目黒区 街づくり推進部 木密地域整備課 木密地域整備係（担当：田代、飯場、石倉） 

〒153-8573 目黒区上目黒 2-19-15（目黒区総合庁舎 本館６階） 

TEL：５７２２-９６７２（直通） FAX：５７２２-９２３９ 

メールアドレス：tosei02@city.meguro.tokyo.jp 

編集協力：株式会社まちづくり研究所 

目黒本町五丁目地区 

街づくりニュース 

発行：目黒本町五丁目地区密集市街地総合防災協議会 

４ 

 

１ 

令和５年度の協議会を３回開催しました 

令和５年度の目黒本町五丁目地区密集市街地総合防災協議会の概要を報告します。

補助 46号線整備に関する議題を中心に、公園候補地のまち歩きや防災講演会開催に

ついてなど、それぞれのテーマについて活発な意見交換を行いました。 

 

開催日時 

令和５年６月 14日(水) 

18：30～20：40 

会  場 

向原住区センター２階 

第 1・2会議室 

議事項目： 

1.東京電力からの安全点検等

に関する報告 

2.補助 46号線の進捗状況 

（東京都第一市街地整備事務

所からの報告） 

3.補助46号線区道取付部につ

いて 

4.昨年度の取組について 

5.今年度の取組について 

6.公園候補地の検討まち歩き

(6/12実施)の報告 他 

開催日時 

令和５年 10月４日(水) 

18：30～20：10 

会  場 

向原住区センター２階 

第 1・2会議室 

議事項目： 

1.補助 46 号線に関する東京

都説明会(8/17 実施)及び

今後の対応について 

2.補助 46 号線区道取付部の

利活用について 

3.令和５年度防災講演会の実

施内容(案)について 

4.公園候補地検討の報告 

5.その他区からの情報提供 

・目黒本町六丁目公園（仮称）

公園検討会の経緯報告 

・洗足一丁目広場（仮称）公園

検討会の経緯報告 

・町会・住区４町会掲示板設置

について 

・私道内の無電柱化の推進（東

京都事業）について 

開催日時 

令和６年２月７日(水) 

18：30～20：45 

会  場 

向原住区センター２階 

第 1・2会議室 

議事項目： 

1.補助 46号線整備について 

2.補助 46 号線整備に関する

交通信号機設置にかかる

要望書について 

3.補助 46 号線区道取付部の

利活用について 

4.令和５年度防災講演会報告 

5.街づくりニュースについて 

6.公園候補地検討の状況報告 

7.その他区からの情報提供 

・令和５年度の整備実績 

・目黒本町六丁目公園（仮称）

及び洗足一丁目広場（仮称）

の公園検討会の報告 

・令和６年度の取組予定等 

 （不燃化加速事業による助成

制度の開始について、協議会

参加の案内周知等） 

公園候補地まち歩きのルート 第２回協議会 

目黒本町五丁目地区内では、公園・広場が不足しており、新たな設置に向けて、地域の皆さ

まと用地を探しています。 

令和５年６月に協議会委員等と区事務局とで、候補地探しのまち歩きを行い、駐車場や未利

用地、空家となっている箇所を中心に 10数カ所の候補地を確認しました。 

向原住区センターを帰着にまち歩き 

目黒本町六丁目の公園整備予定地 

区からの案内 感震ブレーカー設置助成をご活用ください 

地震による通電火災には感震ブレーカーが有効です。 

目黒区では、感震ブレーカー設置助成を毎年度行っています。申込は一旦

２月末で終了となりますが、新年度４月以降も継続して受付を再開します。

目黒区ホームページに詳しい助成内容等を掲載しています。  こちら⇒ 

（担当：目黒区防災課（防災センター内） 5723-8700）  

その後事務局が土地・建物登記概要書等から所有者と

思われる方へお手紙を送付したところ、２件の関係権利

者からご連絡があり、お話をすることができました。 

今後もそれぞれのご事情やご意向をふまえながら、引

き続き対応していく 

予定です。 

土地の利活用を将 

来的に検討されてい 

る方、未利用地（使 

われていない土地等） 

や空家等を所有され 

ている方など、まず 

は目黒区にご相談く 

ださい。 

なお、隣接の目黒 

本町六丁目・原町地 

区では、令和６年度 

に２箇所で公園・広 

場が整備予定です。 特に公園等を必要とするエリア 

第３回協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 防災講演会を向原小学校にて開催 

２ ３ 

補助 46号線交差点(目黒本町五丁目８・９・23・24地先)の 

信号機設置にかかる要望書を提出 

補助 46 号線整備の事業主体である東京都より、目黒本町五丁目内の当該交差点(下図施設案内

図参照)について、令和４年度協議会にて、横断抑止柵を設置する提案がありました。令和５年８月

開催の東京都による警視庁協議の報告会では、新たな信号機設置のためには、「隣接信号機との間

隔が 150ｍ以上」との条件が、当該交差点で満たされていないことが示され、警視庁の許可を得

ることが難しいとの報告がなされました。 

しがし、当該交差点を東西に走る区道は、重要な生活道路であり、横断抑止柵により分断される

ことが危惧されます。そこで、当協議会、及び関連町会・協議会は、令和５年 11月に交通管理 

者である警視庁(碑文谷警察署長)へ、12月に 

事業者である東京都（第一市街地整備事務所長） 

へ、信号機設置を第一優先として検討していた 

だきたいことを地域の総意として求め、要望書 

を提出しました。 

 地域からの要望書を受けて、東京都は改めて 

警視庁と協議を行うことになりました。 

以下が要望の概要です。 

(１)補助 46号線の中央分離に横断抑止柵を設
置することは、自動車や自転車、歩行者などの
日常生活を脅かし利便性を排除することにな
り、地域住民に不利益をもたらす。 

(２)隣接信号機と当該交差点信号機について、
150ｍ以内であっても、他地区事例を踏まえ
ると「誤認するおそれがない」ことから、地域住
民などの自動車や自転車、歩行者などの日常
生活の利便性だけでなく、安全性を担保する
車両・歩行者用信号機付き横断歩道の設置
が不可欠である。 

(３)当該交差点は、補助 46 号線だけではなく
生活道路でもある区道も今後交通量が増加す
ることになることから、やはり安全性を担保する車
両・歩行者用信号機付き横断歩道の設置が不
可欠である。 

目黒区 施設案内図(抜粋) 

① 当該交差点に生活道路を塞ぐ横断抑止柵の設置を認めない。 

② 横断抑止柵を設置しないための安全対策の手法として、当該交差点へ車両・歩行者
用信号機付き横断歩道を設置する。なお、東京都から提案のあった交通島による無信
号二段階横断歩道は、より一層危険となり、地域として認めない。 

 

以上のことから、以下を地域の総意の要望とする。 

R5.12東京都へ要望書提出時の写真 

Ｎ 


